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肥
後
和
男
宮
座
論
の
再
検
討

市
川
秀
之

﹇
論
文
要
旨
﹈

は
じ
め
に

❶
肥
後
史
学
の
中
で
の
宮
座
研
究

❷
肥
後
の
宮
座
研
究
の
道
程

❸
肥
後
は
な
に
を「
宮
座
」と
し
た
の
か

❹「
村
座
」の
意
味

❺
ま
と
め
―
民
俗
学
に
と
っ
て
の「
宮
座
」の
意
味

肥
後
和
男
は
『
近
江
に
於
け
る
宮
座
の
研
究
』『
宮
座
の
研
究
』
の
二
書
に
お
い
て
宮
座
研
究
の

基
礎
を
築
い
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
る
。
同
時
に
水
戸
学
や
古
代
史
・
古
代
神
話
な
ど
の
研
究
者
で

も
あ
り
、
肥
後
の
宮
座
論
は
そ
の
研
究
全
体
の
な
か
で
位
置
づ
け
る
必
要
が
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
そ

の
よ
う
な
視
点
か
ら
肥
後
の
宮
座
論
を
評
価
し
た
研
究
は
な
い
。肥
後
が
宮
座
論
を
開
始
し
た
の
は
、

宮
座
の
儀
礼
の
な
か
に
古
代
神
話
に
通
じ
る
も
の
を
感
じ
た
か
ら
で
あ
り
、
昭
和
一
〇
年
前
後
に
大

規
模
な
宮
座
研
究
を
開
始
し
た
の
ち
も
肥
後
の
そ
の
よ
う
な
関
心
は
衰
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
肥

後
の
宮
座
に
対
す
る
定
義
は
数
年
に
お
よ
ぶ
調
査
の
な
か
で
揺
れ
動
い
て
い
く
。
調
査
に
は
学
生
を

動
員
し
た
た
め
彼
ら
に
宮
座
と
は
な
に
か
を
理
解
さ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
し
、
ま
た
被
調
査
者
で
あ

る
神
官
や
地
方
役
人
に
と
っ
て
も
宮
座
は
い
ま
だ
未
知
の
言
葉
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
明
確
化
が
求

め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
肥
後
の
宮
座
論
の
最
大
の
特
徴
は
、
村
落
の
す
べ
て
の
家
が
加
入
す
る
い
わ

ゆ
る
村
座
を
宮
座
の
範
疇
に
含
め
た
こ
と
に
あ
る
が
、
こ
の
点
が
宮
座
の
概
念
を
あ
い
ま
い
に
す
る

一
方
で
、
い
わ
ば
宮
座
イ
コ
ー
ル
ム
ラ
、
あ
る
い
は
宮
座
は
ム
ラ
を
象
徴
す
る
存
在
と
さ
れ
る
な
ど
、

後
の
研
究
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
き
た
。
現
在
の
宮
座
研
究
も
な
お
そ
の
桎
梏
か
ら
逃
れ
て
い

る
と
は
言
い
難
い
。
肥
後
が
宮
座
研
究
に
熱
中
し
た
昭
和
一
〇
年
前
後
は
、
彼
が
幼
少
期
か
ら
親
し

ん
で
き
た
水
戸
学
に
由
来
す
る
祭
政
一
致
が
そ
の
時
代
を
主
導
す
る
政
治
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て

も
て
は
や
さ
れ
て
お
り
、
神
話
研
究
に
お
い
て
官
憲
の
圧
力
を
受
け
て
い
た
肥
後
の
宮
座
論
も
や
は

り
そ
の
制
約
の
な
か
に
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
祭
政
一
致
の
国
家
を
下
支
え
る
存
在
と
し
て
の
村
落
の

組
織
と
し
て
の
宮
座
は
、
全
戸
参
加
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
村
座
は
宮
座
の
範
疇
に
含
ま

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
肥
後
の
宮
座
研
究
は
昭
和
一
〇
年
代
と
い
う
時
代
の
な
か

で
生
産
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
時
代
の
制
約
を
受
け
た
も
の
と
し
て
読
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

宮
座
の
定
義
に
つ
い
て
も
そ
の
よ
う
な
視
点
で
再
検
討
が
是
非
必
要
で
あ
ろ
う
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
宮
座
、
村
座
、
古
代
神
話
、
祭
政
一
致
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は
じ
め
に

宮
座
は
民
俗
学
の
基
本
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
）
1
（

。
こ
と
に
関
西
圏
の
研
究
者
を
中
心
と

す
る
歴
史
民
俗
学
に
と
っ
て
宮
座
は
両
墓
制
と
な
ら
ぶ
一
大
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
と
い

え
る
だ
ろ
う
。
こ
と
さ
ら
に
研
究
史
を
紐
解
く
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
ま
で
の
宮
座
研

究
の
基
盤
と
な
っ
た
の
は
肥
後
和
男
の
『
近
江
に
於
け
る
宮
座
の
研
究
）
2
（

』、『
宮
座
の

研
究
）
3
（

』
の
二
冊
の
著
書
で
あ
る
。
肥
後
の
宮
座
研
究
に
よ
っ
て
、
宮
座
は
民
俗
学
の

主
要
テ
ー
マ
と
し
て
の
位
置
を
得
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
こ
れ
ま
で
肥
後
の
宮
座
論
に
つ
い
て
詳
細
に
検
討
し
た
研
究
は
多

く
は
な
い
。
肥
後
の
宮
座
研
究
は
そ
の
後
の
研
究
に
と
っ
て
自
明
の
前
提
と
さ
れ
て

き
て
お
り
、「
宮
座
」「
村
座
」「
株
座
」
な
ど
の
用
語
は
ほ
と
ん
ど
無
検
討
の
ま
ま

そ
の
後
の
研
究
で
利
用
さ
れ
て
き
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
今
日
ま
で
の
宮
座
研
究
は

肥
後
の
築
い
た
基
礎
の
上
に
立
て
ら
れ
た
建
物
の
ご
と
き
趣
さ
え
あ
る
。
し
た
が
っ

て
肥
後
以
後
の
宮
座
に
つ
い
て
の
研
究
を
検
討
す
る
と
き
に
も
、
最
終
的
に
は
肥
後

の
宮
座
論
の
再
検
討
が
必
然
的
に
要
請
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
本
稿
は
こ
れ
ま
で
自

明
視
さ
れ
て
い
た
肥
後
の
宮
座
論
を
今
一
度
再
検
討
し
、
よ
う
や
く
一
時
の
低
迷
期

か
ら
脱
却
し
つ
つ
あ
る
か
に
み
え
る
宮
座
研
究
に
対
し
て
新
た
な
視
座
を
与
え
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

❶
肥
後
史
学
の
中
で
の
宮
座
研
究

民
俗
学
を
学
ぶ
も
の
の
大
半
は
肥
後
和
男
の
名
を
、
昭
和
一
六
年
（
一
九
四
一
）

に
刊
行
さ
れ
た
『
宮
座
の
研
究
』
と
と
も
に
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
肥
後
は

昭
和
六
一
年
（
一
九
八
六
）
に
没
す
る
ま
で
、
五
〇
冊
以
上
の
本
を
刊
行
し
て
い
る

が
、
今
日
『
宮
座
の
研
究
』
以
外
の
肥
後
の
著
書
は
、
ほ
と
ん
ど
民
俗
学
を
学
ぶ
も

の
に
知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
肥
後
の
宮
座
論
を
検
討
す
る
一
つ
の

前
提
と
し
て
、肥
後
の
生
涯
の
学
問
の
歩
み
の
な
か
で
の
宮
座
研
究
の
位
置
づ
け
を
、

ま
ず
は
明
確
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。　

肥
後
は
明
治
三
二
年
（
一
八
九
九
）
に
茨
城
県
久
慈
郡
生
瀬
村
で
生
ま
れ
て
い
る
。

茨
城
県
で
生
ま
れ
育
っ
た
こ
と
は
肥
後
の
学
問
形
成
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
。

肥
後
は
中
学
一
年
の
と
き
に
は
袖
珍
本
で
は
あ
る
が
『
古
事
記
』
を
通
読
し
た
こ
と

を
自
ら
記
し
て
お
り
）
4
（

、
京
都
大
学
の
卒
業
論
文
で
は
「
近
世
に
於
け
る
復
古
的
精
神

の
発
達
」
を
提
出
し
て
い
る
。
ま
た
後
に
は
『
藤
田
東
湖
』〔
昭
和
一
九
年
）
5
（

〕、『
水
戸

学
と
明
治
維
新
』〔
昭
和
四
三
年
）
6
（

〕
な
ど
水
戸
学
に
関
す
る
著
書
も
著
し
て
お
り
、
水

戸
学
へ
の
関
心
は
終
生
継
続
し
て
い
る
。
肥
後
の
天
皇
制
や
古
代
史
に
つ
い
て
の
関

心
の
原
点
は
少
年
時
代
か
ら
親
し
ん
だ
水
戸
学
の
伝
統
に
あ
る
と
い
う
こ
と
も
で
き

る
だ
ろ
う
。

肥
後
は
大
正
一
〇
年
（
一
九
二
一
）
に
東
京
高
等
師
範
学
校
を
卒
業
し
た
後
、
福

岡
県
立
東
筑
中
学
校
や
長
野
県
師
範
学
校
に
勤
務
し
た
り
、
ま
た
志
願
兵
と
し
て
兵

役
に
つ
い
た
り
し
て
い
る
が
、
大
正
一
三
年
に
京
都
帝
国
大
学
文
学
部
史
学
科
に
入

学
、
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
に
卒
業
の
の
ち
は
す
ぐ
大
学
院
に
進
ん
で
い
る
）
7
（

。
後

に
延
べ
る
よ
う
に
肥
後
は
昭
和
六
年
頃
か
ら
宮
座
の
研
究
を
開
始
す
る
が
、
そ
れ
と

並
ん
で
精
力
的
に
取
り
組
ん
だ
も
の
は
古
代
の
日
本
神
話
の
研
究
で
あ
っ
た
。
昭
和

八
年
（
一
九
三
三
）
に
は
『
賀
茂
伝
説
考
）
8
（

』
を
初
め
て
の
単
著
と
し
て
著
し
、
以
後

昭
和
一
三
年
に
『
日
本
神
話
研
究
）
9
（

』、『
古
代
伝
承
研
究
）
10
（

』
の
二
冊
の
論
文
集
を
刊
行

し
て
い
る
。
こ
の
時
期
に
肥
後
は
一
方
で
『
近
江
に
於
け
る
宮
座
の
研
究
』〔
昭
和

一
三
年
〕、『
宮
座
の
研
究
』〔
昭
和
一
六
年
〕
な
ど
の
宮
座
研
究
を
進
め
て
い
た
わ
け

で
あ
る
か
ら
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
驚
嘆
に
値
す
る
。
ま
た
こ
の
よ
う
に
同
時
並
行

的
に
進
め
ら
れ
て
い
た
古
代
神
話
・
伝
承
研
究
と
宮
座
研
究
の
間
に
な
ん
ら
か
の
関

連
が
存
在
す
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
の
肥
後
宮
座
論

に
対
す
る
言
及
に
は
肥
後
の
研
究
の
全
体
像
の
中
か
ら
宮
座
に
関
す
る
も
の
だ
け
を

取
り
出
し
て
論
じ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
が
、
肥
後
史
学
全
体
の
な
か
で
そ

の
宮
座
論
を
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
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昭
和
一
四
年
に
は
肥
後
は
『
日
本
国
家
思
想
）
11
（

』、
一
五
年
に
は
『
日
本
神
話
と
国

民
性
）
12
（

』
な
ど
の
本
を
著
し
、
古
代
以
来
の
国
家
意
識
の
形
成
を
概
観
し
て
い
る
が
、

こ
の
よ
う
な
研
究
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
さ
な
か
の
わ
が
国

の
思
想
・
教
育
界
の
風
潮
に
歩
調
を
合
わ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な

い
。
し
か
し
な
が
ら
肥
後
の
神
話
研
究
は
、
こ
と
さ
ら
古
代
の
天
皇
を
賛
美
す
る
だ

け
の
内
容
で
は
な
く
、
む
し
ろ
民
俗
事
象
や
海
外
の
民
族
例
な
ど
を
援
用
し
て
古
代

神
話
の
再
解
釈
を
試
み
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
時
期
の
平
泉
澄
ら
の
超
国
家
主
義

的
な
歴
史
学
と
は
ま
た
別
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
も
記
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
肥
後
の
『
日
本
神
話
研
究
』、『
古
代
伝
承
研
究
』
は
文
部
省
思
想
局
の
勧
告
に

よ
っ
て
絶
版
届
を
出
さ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
と
な
っ
た
。
肥
後
の
言
に
よ
る
と
「
津

田
博
士
が
起
訴
さ
れ
た
時
、
こ
の
次
は
あ
な
た
で
す
よ
な
ど
と
お
ど
か
さ
れ
た
」
と

い
う
）
13
（

。
ま
た
戦
前
の
肥
後
の
経
歴
の
中
で
少
し
注
目
す
べ
き
も
の
と
し
て
昭
和
一
八
年
の

八
月
に
国
民
精
神
文
化
研
究
所
の
国
民
伝
統
調
査
委
員
に
委
嘱
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

あ
る
。
こ
の
組
織
は
国
民
の
教
化
を
目
的
に
設
立
さ
れ
、
教
員
の
研
修
や
教
材
の
作

成
な
ど
を
お
こ
な
っ
て
い
る
が
、
肥
後
が
そ
の
中
で
果
た
し
た
役
割
は
明
ら
か
で
は

な
い
。

こ
の
よ
う
に
肥
後
の
昭
和
一
〇
年
代
の
研
究
は
時
局
と
の
関
係
に
お
い
て
非
常
に

微
妙
な
性
格
を
持
っ
て
い
た
が
、
敗
戦
後
の
昭
和
二
一
年
九
月
に
は
極
端
な
る
国
家

主
義
を
首
唱
し
た
と
い
う
こ
と
で
公
職
教
職
追
放
令
に
該
当
し
一
切
の
公
職
を
免
じ

ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
肥
後
は
「
敗
戦
と
は
こ
う
い
う
も
の
だ
と
思
っ
て
」
そ
れ
を

受
け
入
れ
）
14
（

、
そ
の
後
も
在
野
に
あ
っ
て
次
々
に
日
本
神
話
に
関
す
る
本
を
刊
行
す
る

こ
と
と
な
る
。
肥
後
が
公
職
追
放
に
よ
っ
て
東
京
文
理
大
学
を
去
っ
た
こ
と
は
、
結

果
と
し
て
そ
の
後
の
日
本
民
俗
学
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
肥
後

は
昭
和
二
七
年
（
一
九
五
二
）
二
月
に
公
職
適
格
と
判
定
さ
れ
、
同
年
三
月
に
東
京

教
育
大
学
東
京
文
理
大
学
教
授
に
復
帰
す
る
。
そ
れ
以
後
昭
和
六
一
年（
一
九
八
六
）

に
没
す
る
ま
で
多
く
の
著
書
を
出
す
が
、
一
般
向
け
の
書
籍
や
参
考
書
な
ど
を
除

け
ば
そ
の
大
半
は
神
話
や
古
代
の
天
皇
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
宮
座
に
関
連
す

る
も
の
は
昭
和
三
三
年
（
一
九
五
八
）
の
「
美
作
の
宮
座
」、
お
よ
び
昭
和
三
二
年

（
一
九
五
七
）
の
「
座
」
の
二
つ
の
論
文
を
数
え
る
だ
け
で
あ
る
。

以
上
、
肥
後
史
学
の
全
容
を
駆
け
足
で
概
観
し
て
き
た
が
、
こ
の
作
業
に
よ
っ
て

肥
後
が
宮
座
の
研
究
を
集
中
的
に
行
っ
た
の
は
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
か
ら
『
宮

座
の
研
究
』
が
刊
行
さ
れ
た
昭
和
一
六
年
（
一
九
四
一
）
ま
で
の
十
年
間
の
こ
と

で
あ
り
、
ま
た
こ
の
十
年
に
つ
い
て
も
肥
後
は
神
話
研
究
と
平
行
し
て
宮
座
の
研
究

を
進
め
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
れ
以
後
も
肥
後
は
長
い
研
究
生
活
を

送
る
が
、
宮
座
へ
の
言
及
は
極
端
に
少
な
く
な
る
。
ま
た
民
俗
学
的
な
研
究
も
ほ
と

ん
ど
み
ら
れ
な
く
な
り
、
昭
和
二
七
年
以
後
は
東
京
教
育
大
学
に
籍
を
置
き
な
が
ら

も
民
俗
学
界
と
の
距
離
も
そ
れ
ほ
ど
近
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
肥
後
の
宮
座
論
は
、
こ
れ
ま
で
検
討
さ
れ
て
き
た
内
容
に
加
え
て
、
二
つ
の

視
点
に
よ
っ
て
新
た
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
一
つ
は
昭
和
一
〇

年
前
後
と
い
う
時
代
と
の
関
連
で
肥
後
宮
座
論
を
検
討
す
る
視
点
で
あ
り
、
い
ま
一

つ
は
肥
後
が
終
生
研
究
を
続
け
た
古
代
天
皇
制
や
神
話
に
関
す
る
研
究
と
の
関
連
で

そ
の
宮
座
論
を
検
討
す
る
視
点
で
あ
る
。
以
下
こ
の
二
点
に
留
意
し
な
が
ら
肥
後
の

宮
座
論
の
検
討
へ
と
移
り
た
い
。
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年 代 西 暦 事　項 単著（改定・再版などは除く） 宮座研究
明治 32 1899 茨城県久慈郡（当時生瀬村）で生まれる
明治 38 1905 生瀬村立生瀬尋常小学校に入学
明治 44 1911 生瀬村立高等小学校に入学
明治 45 1912 茨城県立太田中学校に入学
大正 5 1916 茨木県立下妻中学校に移る
大正 6 1917 東京高等師範学校入学
大正 10 1920 同校卒業・福岡県立東筑中学校教諭となる

水戸歩兵第二連隊に入隊
大正 12 1923 長野県立師範学校教諭となる
大正 13 1924 京都帝国大学文学部史学科入学
昭和 2 1927 同校卒業・同大学院入学
昭和 3 1928 結婚・滋賀県保勝会嘱託、県下の史跡調査にあたる

私立相愛女子専門学校教授となる
大津京址、崇福寺などの調査

昭和 4 1929 長男出生 『大津京址の研究』（滋賀県史跡調査報告）
昭和 5 1930 紫香楽宮址調査
昭和 6 1931 『大津京址の研究補遺』（滋賀県史跡調査報告） 「京都府花背のオンベウチ」（『民俗学』3－1

『紫香楽宮址の研究』（滋賀県史跡調査報告） 「鞍馬の竹切について」1・2（『民俗学』3－3・4）
「御上神社の相撲神事」（『歴史と地理』28－6）

昭和 7 1932 大学院退学・東京文理科大学講師となる 「茨木神社の輪くぐり神事」（『民俗学』4－2）
次男出生

昭和 8 1933 東京文理科大学助教授兼東京高等師範学校教授となる 『滋賀県史跡調査報告第五冊』
『賀茂伝説考』（東京文理科大学）

昭和 10 1935 滋賀県下の宮座調査 『我が国における国家意識の発展』（歴史教育研究会）
昭和 11 1936 『国史教授学』（河出書房） 「近江の宮座について」（『民族学研究』2－4）
昭和 13 1938 『日本神話研究』（河出書房）

『近江に於ける宮座の研究』（東京文理科大学） 『近江に於ける宮座の研究』（東京文理科大学）
『古代伝承研究』（河出書房）

昭和 14 1939 『日本国家思想』（弘文堂）
『日本文化』（弘文堂）

昭和 15 1940 『厚生国史』（文学社）
『日本神話と国民性』（皇道学会）
『古代精神』（河出書房）
『日本神話』（弘文堂）

昭和 16 1941 水戸歩兵第二連隊に入隊、満州国に派遣 『宮座の研究』（弘文堂） 『宮座の研究』（弘文堂）
『文化と伝統』（葦牙書房）

昭和 17 1942 召集解除となり帰国 『風土記抄』（弘文堂）
『日本神話と国民性』（神祇社）

昭和 18 1943 東京文理科大学教授兼東京高等師範学校教授となる 『歴史的精神』（弘文堂）
国民精神文化研究所の国民伝統調査委員を嘱託 『近世思想史研究』（ふたら書房）

昭和 19 1944 長女出生 『歴史と現代』（河出書房）
『藤田東湖』（新潮社）

表1　肥後和男の事跡
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昭和 21 1946 公職教職追放令に該当し免官 『古代史について』（目黒書院）
『天皇制の成立』（河出書房）

昭和 22 1947 『日本に於ける原始信仰の研究』（東海書房）
『茶道周辺』（河原書房）

昭和 23 1948 『日本神話の歴史的形成』（人文書林）
『古代民衆とその生活』（目黒書店）
『日本古代史』（目黒書店）

昭和 24 1949 『天皇史』（新日本歴史学会）
『民衆の生活史』（六三書院）
『山岳信仰の歴史』（神社新報新社）
『日本文化史概説』（千代田書房）

昭和 25 1950 『最新日本史』（有朋堂）
『天照大神の歴史的性格』（神宮司庁）
『日本の歴史』（広島図書）
『日本世界対照年表』（有朋堂）

昭和 26 1951 『文化の話』（広島図書）
『歴史について』（冨山房）
『日本の神話』（河出書房）
『学生の日本史』（有朋堂）

昭和 27 1952 公職適格と判定、東京教育大学東京文理科大学教授となる 『神武天皇』（弘文堂）
昭和 28 1953 『日本の歴史』（金子書房）

『物語日本歴史』（偕成社）
『中学の日本史』（講談社）

昭和 29 1954 東京教育大学体育学部に配置転換 『崇神天皇と卑弥呼』（弘文堂）
昭和 30 1955 『神話伝承と古代文化』（弘文堂）
昭和 31 1956 『目で見る日本史物語』（全 8巻）
昭和 32 1957 『日本文化史物語』（偕成社） 「座」（『郷土研究講座』）

『神宮皇后』（弘文堂）
昭和 38 1958 東京教育大学を定年退職、日本大学文理学部人文科学研究所教授となる 「美作の宮座（『美作の民俗』）
昭和 40 1959 『天皇と国のあゆみ』（日本教文社）
昭和 41 1966 『神話時代』（至文堂）
昭和 43 1968 『神話と民俗』（岩崎美術社）

『日本の神話』（雪華社）
『水戸学と明治維新』（常磐神社）

昭和 44 1969 古希、『日本民俗社会史研究』刊行
昭和 45 1970 『神話と伝説』（河原書店）

『日本神話伝承』（雪華社）
昭和 46 1971 『邪馬台国は大和である』（秋田書店）
昭和 49 1974 『崇神天皇』
昭和 51 1976 『神話と歴史の間』（大明堂）
昭和 53 1973 『古代史上の天皇と氏族』（弘文堂）
昭和 61 1986 死去 『天皇はなぜつづいたか』（日本文化連合会）
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❷
肥
後
の
宮
座
研
究
の
道
程

次
い
で
肥
後
の
宮
座
研
究
の
あ
ゆ
み
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
肥
後
は
昭
和
三
年

（
一
九
二
八
）
四
月
よ
り
京
都
大
学
大
学
院
に
籍
を
置
き
な
が
ら
、
滋
賀
県
保
勝
会

の
嘱
託
と
な
り
以
後
、
滋
賀
県
下
の
史
跡
の
調
査
に
あ
た
っ
て
い
る
。
大
津
京
、
紫

香
楽
宮
な
ど
の
都
城
遺
跡
を
中
心
と
し
た
研
究
を
行
い
、
昭
和
四
年
七
月
に
『
大
津

京
址
の
研
究
）
15
（

』、
昭
和
六
年
二
月
に
は
『
大
津
京
址
の
研
究
補
遺
）
16
（

』、
同
年
一
〇
月
に

は
『
紫
香
楽
京
址
の
研
究
）
17
（

』
な
ど
の
報
告
書
を
刊
行
し
て
い
る
。
肥
後
は
『
宮
座
の

研
究
』
の
な
か
で
、
こ
の
よ
う
な
史
跡
研
究
の
た
め
滋
賀
県
下
を
ま
わ
る
う
ち
に
宮

座
へ
の
学
問
的
関
心
が
か
き
た
て
ら
れ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
肥
後
が
京
都
大
学

大
学
院
に
入
学
し
た
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
に
は
京
都
大
学
の
学
生
の
同
好
会
的

組
織
で
あ
る
民
俗
談
話
会
が
誕
生
し
、
肥
後
も
そ
の
一
員
で
あ
っ
た
か
ら
、
肥
後
の

民
俗
学
的
関
心
は
そ
れ
よ
り
も
さ
ら
に
以
前
か
ら
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
で

き
る
。
肥
後
は
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
卒
論
で
は
近
世
思
想
史
を
書
き
、
大
学
院
で

は
近
世
文
化
史
研
究
を
専
攻
し
て
い
た
が
、
大
き
な
転
機
と
な
っ
た
の
は
昭
和
五
年

（
一
九
三
〇
）
の
花
背
村
へ
の
一
泊
旅
行
で
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
に
花
背
の
毘
沙
門

堂
で
オ
ン
ベ
ウ
チ
と
い
う
行
事
が
あ
る
こ
と
を
肥
後
は
聞
き
取
り
を
し
て
い
る
。
こ

の
行
事
は
宮
座
的
組
織
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
時
の
肥
後
の
関
心
は
む

し
ろ
祭
祀
組
織
よ
り
も
、
こ
の
行
事
に
藁
で
作
ら
れ
た
蛇
が
登
場
す
る
こ
と
に
あ
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
体
験
を
肥
後
は
『
民
俗
学
』〔
昭
和
六
年
一
月
〕
に
「
京
都
府

花
背
村
の
オ
ン
ベ
ウ
チ
」
と
い
う
短
文
に
報
告
し
）
18
（

、「
鞍
馬
の
竹
切
に
つ
い
て
」
一
、

二
に
お
い
て
も
さ
ら
に
詳
し
く
紹
介
し
て
い
る
）
19
（

。
な
お
こ
れ
ら
の
文
章
が
掲
載
さ
れ

た
『
民
俗
学
』
は
折
口
信
夫
が
主
宰
す
る
民
俗
学
会
の
機
関
誌
で
、
肥
後
は
こ
の
雑

誌
に
多
く
の
論
考
を
投
稿
し
て
い
る
。「
鞍
馬
の
竹
切
に
つ
い
て
」
は
昭
和
六
年
三

月
刊
行
の
『
民
俗
学
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
竹
切
行
事
の
見
学
も
や
は
り
昭

和
五
年
の
六
月
に
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。こ
の
行
事
に
も「
大
総
仲
間
」「
僧

達
」
と
い
っ
た
宮
座
的
な
組
織
が
関
与
し
て
い
る
が
、
肥
後
の
関
心
は
そ
れ
ほ
ど
祭

祀
組
織
に
は
注
が
れ
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
竹
切
行
事
と
ス
サ
ノ
オ
神
話
と
の
共
通
点

と
い
っ
た
方
面
に
向
い
て
い
る
。
肥
後
の
宮
座
研
究
は
そ
の
古
代
神
話
へ
の
関
心
の

中
に
萌
芽
が
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ま
た
肥
後
は
昭
和
六
年
一
〇
月
に
滋
賀
県
の
御
上
神
社
秋
祭
り
を
見
学
し
て
い

る
。
そ
の
時
の
記
録
は
『
歴
史
と
地
理
』
二
八
‐
六
号
〔
六
年
一
二
月
〕
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
）
20
（

。こ
れ
に
よ
れ
ば
肥
後
は
夜
に
行
わ
れ
る
相
撲
神
事
を
見
学
し
て
い
る
が
、

肥
後
の
見
学
の
目
的
は
神
事
に
猿
田
彦
が
で
て
奇
怪
な
所
作
が
あ
り
、「
古
き
信
仰

の
面
影
を
現
在
の
行
事
に
見
た
い
と
考
え
て
」
い
た
た
め
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
古

代
神
話
と
の
関
連
か
ら
神
事
の
見
学
へ
と
向
か
っ
た
肥
後
で
あ
っ
た
が
、
神
事
の
内

容
だ
け
で
は
な
く
祭
祀
組
織
に
つ
い
て
も
細
か
い
記
述
が
な
さ
れ
て
お
り
、
肥
後
の

宮
座
に
対
す
る
関
心
が
、
神
話
と
の
関
連
か
ら
、
組
織
的
な
面
に
向
か
っ
て
い
っ
た

こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
御
上
神
社
の
見
学
は
そ
の
後
の
肥
後
の
研
究
に
大
き
な

影
響
を
与
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
は
肥
後
の
宮
座
研
究
が
開
始
さ
れ
た
年
で

あ
っ
た
が
、
こ
の
段
階
で
は
肥
後
の
宮
座
研
究
は
ま
だ
祭
礼
の
見
学
に
と
ど
ま
っ
て

お
り
、
宮
座
に
対
す
る
独
自
の
見
解
を
持
つ
段
階
に
は
到
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
え

る
だ
ろ
う
。
肥
後
は
翌
七
年
春
に
母
校
で
あ
る
東
京
文
理
科
大
学
の
講
師
と
な
っ
て

上
京
す
る
。
以
来
し
ば
ら
く
の
間
は
『
賀
茂
伝
説
考
』〔
昭
和
八
年
五
月
・
東
京
文
理

科
大
学
紀
要
〕
な
ど
の
古
代
神
話
の
研
究
に
専
念
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
一
方
で
そ

れ
ま
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
あ
っ
た
近
畿
地
方
か
ら
離
れ
て
か
ら
も
宮
座
研
究
へ
の
関

心
は
さ
ら
に
高
ま
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
昭
和
一
〇
、一
一
年
度
に
は
日
本
学
術
振
興

会
の
資
金
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
二
年
間
に
猛
烈
な
勢
い
で
宮
座
研
究
に
邁
進

す
る
こ
と
と
な
る
。
以
下
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
『
宮
座
の
研
究
』
や
そ
の
基
礎
と
な
っ

た
現
地
調
査
の
記
録
『
宮
座
資
料
）
21
（

』
な
ど
に
よ
り
な
が
ら
、
少
し
細
か
く
見
て
い
く

こ
と
と
し
よ
う
。

肥
後
の
調
査
は
か
つ
て
保
勝
会
の
嘱
託
と
し
て
史
蹟
調
査
に
携
わ
っ
た
滋
賀
県
か
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ら
開
始
さ
れ
る
。
昭
和
一
〇
年
七
月
に
滋
賀
県
庁
に
依
頼
し
て
県
下
の
神
社
に
調
査

票
を
配
布
し
て
い
る
。
こ
れ
は
村
社
以
上
の
神
社
に
配
布
さ
れ
た
。

滋
賀
県
で
は
結
果
的
に
は
一
一
一
〇
社
の
う
ち
八
四
四
社
の
回
答
を
得
て
い
る

が
、
そ
の
後
八
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
、
肥
後
は
一
一
名
の
助
手
と
と
も
に
現

地
に
赴
き
、
二
九
五
箇
所
の
神
社
に
つ
い
て
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
回
答

が
寄
せ
ら
れ
た
神
社
の
う
ち
、
二
九
五
に
つ
い
て
調
査
を
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
か

ら
、
そ
こ
何
ら
か
の
選
択
基
準
が
存
在
し
た
は
ず
で
あ
り
、
こ
の
問
題
は
肥
後
の
宮

座
概
念
の
形
成
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
ろ
う
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
後
に
検
討

す
る
が
、「
座
」
と
い
う
名
称
の
有
無
、
な
ら
び
に
当
屋
制
の
有
無
を
こ
の
段
階
で

肥
後
は
重
視
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
）
22
（

。
夏
季
の
時
期
で
あ
る
か
ら
祭
り
の
見
学
は

ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
宮
座
文
書
な
ど
は
多
く
筆
写
さ
れ
て

い
る
。
現
地
調
査
は
滋
賀
県
だ
け
で
は
な
く
い
ず
れ
の
府
県
で
も
七
，
八
月
と
四
月

に
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
は
助
手
と
な
っ
た
学
生
の
夏
休
み
に
あ
わ
せ
た
も
の

で
あ
ろ
う
。実
際
の
現
地
調
査
は
助
手
が
中
心
と
な
っ
て
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、

『
宮
座
資
料
』
に
調
査
者
名
が
記
さ
れ
て
い
る
の
は
宮
井
義
雄
（
伊
香
郡
）、
丸
岡
真

幸
（
高
島
郡
）、
小
田
泰
正
（
神
崎
郡
）
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
『
近
江
に
於
け

る
宮
座
の
研
究
』
の
「
序
」
に
は
有
賀
義
人
・
高
井
浩
・
西
川
好
明
・
松
浦
靖
・
八

木
格
治
な
ど
の
名
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
人
々
も
助
手
と
し
て
肥
後
の
調
査
に
参
加
し

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
現
地
調
査
の
実
態
に
つ
い
て
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
た
と

え
ば
高
島
郡
を
担
当
し
た
丸
岡
真
幸
は
次
の
よ
う
な
日
程
で
調
査
を
行
っ
た
こ
と
が

『
宮
座
資
料
』
の
調
査
日
の
記
載
か
ら
わ
か
る
。

八
月
一
七
日　

青
柳
村
上
小
川　

日
吉
神
社

八
月
一
七
日　

青
柳
村
下
小
川　

国
狭
槌
神
社　

八
月
一
八
日　

大
溝
町　

日
吉
神
社

八
月
一
八
日　

饗
庭
村
饗
庭　

若
宮
八
幡
神
社

八
月
二
〇
日　

川
上
村
北
仰　

津
野
神
社　

八
月
二
一
日　

本
庄
村
川
島　

阿
志
都
弥
神
社

八
月
二
二
日　

新
儀
村
太
田　

太
田
神
社

八
月
二
三
日　

本
庄
村
南
舟
木　

郷
社
日
枝
神
社　

八
月
二
三
日　

本
庄
村
南
舟
木　

村
社
日
枝
神
社

八
月
二
四
日　

朽
木
村
宮
前
坊　

邇
々
杵
神
社　

八
月
二
五
日　

今
津
村
広
川　

阿
志
都
弥
神
社
・
行
過
天
満
宮

八
月
二
六
日　

川
上
村
深
清
水　

日
吉
神
社　

八
月
二
六
日　

海
津
村
海
津　

天
満
神
社

八
月
三
〇
日　

海
津
村
海
津　

小
野
神
社

こ
れ
を
み
る
と
丸
岡
は
二
週
間
に
わ
た
っ
て
ほ
ぼ
一
日
に
一
社
を
調
査
し
て
い
る

が
、
同
じ
日
に
二
社
の
調
査
を
行
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
の
で
あ
る
い
は
二
人
一
組

で
行
動
し
最
後
に
丸
岡
が
報
告
を
執
筆
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
他
の
調
査
者
に
つ

い
て
も
ほ
ぼ
同
じ
日
程
で
調
査
を
行
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

調
査
の
項
目
は
肥
後
か
ら
指
示
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
必
ず
し
も
同
じ

で
は
な
い
。
お
お
む
ね
神
社
、
神
職
、
氏
子
、
祭
礼
、
宮
座
の
五
つ
の
項
目
に
わ
け

て
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
相
当
多
く
の
古
文
書
の
筆
写
も
行
わ
れ
て
い
る
。

滋
賀
県
下
の
調
査
は
昭
和
一
〇
年
度
中
に
終
了
し
、
お
そ
ら
く
年
度
末
に
は
奈
良

県
下
の
神
社
に
調
査
票
を
配
布
し
、
一
一
一
〇
社
中
、
六
〇
〇
社
か
ら
回
答
を
得
て

い
る
。
そ
の
成
果
に
基
づ
い
て
昭
和
一
一
年
四
月
に
八
名
の
助
手
と
と
も
に
二
八
二

社
の
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
つ
い
で
、
京
都
府
・
大
阪
府
で
も
調
査
票
の
配
布
が
行

わ
れ
、
総
数
は
不
明
で
あ
る
が
京
都
府
で
は
一
〇
〇
三
社
、
大
阪
府
で
は
四
一
六
社

か
ら
回
答
を
得
て
い
る
。
同
年
七
月
、
八
月
に
は
助
手
一
一
名
と
と
も
に
両
府
の
現

地
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
昭
和
一
一
年
度
中
に
現
地
調
査
は
終
了
し
た
が
、
助
手
の
協
力

を
得
た
と
は
い
え
、
二
年
間
で
四
府
県
九
二
八
箇
所
、
こ
の
ほ
か
に
三
重
県
伊
賀
地

方
で
現
地
調
査
を
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
調
査
箇
所
は
一
〇
〇
〇
箇

所
近
く
に
及
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
驚
異
的
な
調
査
で
あ
り
、
そ
の
後
も
こ
れ

に
匹
敵
す
る
宮
座
調
査
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
間
に
集
積
さ
れ
た
デ
ー
タ
も
膨
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大
な
量
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
成
果
を
も
と
に
肥
後
は
、
研
究
成

果
の
刊
行
を
始
め
る
が
、
そ
の
最
初
の
も

の
は
昭
和
一
一
年
一
〇
月
に
刊
行
さ
れ
た

「
近
江
の
宮
座
に
つ
い
て
」〔『
民
俗
学
研
究
』

二
‐
四
〕
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
同
年
八
月

一
四
日
に
脱
稿
し
て
い
る
。
現
地
調
査
は

一
年
前
の
八
月
に
終
っ
て
い
た
と
は
い

え
、
助
手
ら
か
ら
の
調
査
報
告
の
提
出
は

さ
ら
に
後
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
し
、
そ

の
成
果
は
製
本
さ
れ
た
状
態
で
二
六
冊
に

も
及
ぶ
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
整
理
し
て

論
文
と
す
る
の
は
や
は
り
相
当
な
ス
ピ
ー

ド
で
あ
る
。
こ
れ
は
肥
後
が
自
ら
述
べ
て

い
る
よ
う
に
中
間
発
表
的
な
内
容
で
あ

り
、
次
い
で
昭
和
一
三
年
五
月
に
『
東
京

文
理
科
大
学
文
科
紀
要
』
第
一
六
巻
と
し

て
『
近
江
に
於
け
る
宮
座
の
研
究
）
23
（

』
が
刊

行
さ
れ
た
。
こ
の
本
の
「
序
」
に
よ
る
と
、

肥
後
は
府
県
ご
と
に
同
様
の
本
を
出
す
予

定
を
持
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ

は
実
現
せ
ず
、
三
年
後
の
昭
和
一
六
年
七

月
に
『
宮
座
の
研
究
）
24
（

』
が
刊
行
さ
れ
る
。

こ
れ
は
先
の
四
府
県
の
現
地
調
査
の
成
果
を
総
括
的
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
こ

の
著
書
が
今
日
ま
で
の
民
俗
学
的
な
宮
座
研
究
の
基
礎
を
築
い
た
研
究
で
あ
る
こ
と

を
否
定
す
る
も
の
は
だ
れ
も
い
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
本
の
出
版
に
つ
い
て
肥
後
は
そ

の
内
容
に
決
し
て
満
足
し
て
い
た
わ
け
で
な
い
こ
と
は
そ
の
「
序
」
や
宮
座
の
歴
史

的
展
開
に
つ
い
て
述
べ
た
「
後
説
」
の
文
言
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
が
、
肥
後
は
同
年

七
月
一
四
日
に
水
戸
歩
兵
第
二
連
隊
に
入
隊
し
、
八
月
に
は
満
州
に
派
遣
さ
れ
て
お

り
、お
そ
ら
く
は
こ
の
よ
う
な
事
態
が
予
測
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、『
宮
座
の
研
究
』

の
刊
行
が
急
が
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
肥
後
は
『
日
本
神
話
研
究
』『
古
代
伝
承

研
究
』
な
ど
の
神
話
研
究
を
学
位
論
文
と
し
て
提
出
し
た
い
気
持
ち
を
も
っ
て
い
た

よ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
京
都
大
学
時
代
の
師
で
あ
る
西
田
直
二
郎
に
相
談
し
た
と

こ
ろ
、
時
節
柄
ま
ず
い
と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
ま
た
西
田
か
ら
宮
座
の
研
究

を
提
出
す
る
こ
と
を
進
め
ら
れ
た
と
い
う
事
情
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
）
25
（

。

肥
後
は
こ
の
『
宮
座
の
研
究
』
以
降
、
宮
座
研
究
か
ら
離
れ
て
い
く
。
ま
た
民
俗

学
的
な
研
究
か
ら
も
ほ
と
ん
ど
無
縁
の
存
在
と
な
っ
て
い
く
が
、
そ
の
事
情
は
よ
く

わ
か
ら
な
い
。
信
じ
が
た
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
宮
座
研
究
に
邁
進
し
た
肥
後
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
考
え
る
と
、
こ
の
こ
と
は
納
得
の
い
か
な
い
こ
と
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
は
肥

後
に
と
っ
て
宮
座
研
究
は
昭
和
一
〇
年
前
後
と
い
う
時
代
性
の
な
か
で
こ
そ
、
必
要

と
さ
れ
た
課
題
で
な
か
っ
た
の
か
と
想
像
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。

❸
肥
後
は
な
に
を「
宮
座
」と
し
た
の
か

肥
後
が
宮
座
研
究
を
進
め
る
上
で
ま
ず
問
題
と
な
っ
た
の
は
宮
座
の
定
義
で
あ

る
。
こ
と
に
広
域
に
わ
た
る
膨
大
な
数
の
調
査
を
す
る
た
め
に
は
何
が
宮
座
で
な
に

が
そ
う
で
な
い
か
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
現
地
調
査
を
助
手
に
託
し
て
行
う

場
合
、
そ
の
必
要
性
は
一
層
高
く
な
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
ま
ず
肥
後
の
宮
座
の
定

義
に
つ
い
て
み
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

肥
後
が
は
じ
め
て
宮
座
を
意
識
的
に
取
り
上
げ
た
の
は
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）

に
出
さ
れ
た
「
御
上
神
社
の
相
撲
神
事
」
で
あ
る
が
、
こ
の
論
考
で
対
象
と
さ
れ
た

三
上
村
大
字
三
上
の
御
上
神
社
の
氏
子
に
つ
い
て
「
そ
の
氏
子
は
三
の
宮
座
を
組
織

し
て
い
る
」
と
述
べ
て
お
り
、
こ
の
段
階
で
は
肥
後
に
と
っ
て
宮
座
と
は
特
に
概

念
規
定
を
要
さ
な
い
自
明
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
御
上
神
社
の
祭
祀
組

表2　調査票と現地調査の概要

総数（村社以上） 回答数 現地調査箇所数 調査期間 助手

滋賀県 1036  844 295 昭和 10 年 8月中旬～下旬 11 名

奈良県 1110  600 282 昭和 11 年 4月  8 名

京都府 ？ 1003 180 昭和 11 年 7月～ 8月 11 名

大阪府 ？  416 171 昭和 11 年 7月～ 8月 11 名

福井県 ？  369 未実施

兵庫県 ？ 1149 未実施

※その他三重県伊賀地方で現地調査，和歌山県は原田敏明の協力で宮座の分布を知る
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織
は
肥
後
が
後
に
『
宮
座
の
研
究
』
な
ど
で
名
づ
け
た
株
座
で
あ
り
、
ま
た
座
と
い

う
名
称
を
持
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
宮
座
と
呼
ぶ
こ
と
に
肥
後
は
ま
っ
た
く
抵
抗
が
な

か
っ
た
こ
と
は
間
違
い
が
な
い
。
次
い
で
出
さ
れ
た
「
近
江
の
宮
座
に
つ
い
て
」〔
昭

和
一
一
年
〕
は
膨
大
な
現
地
調
査
が
ほ
ぼ
終
了
し
た
時
点
で
の
論
考
で
あ
る
た
め
、

肥
後
の
こ
の
問
題
に
対
す
る
躊
躇
が
明
ら
か
に
う
か
が
え
る
。
肥
後
は
「
先
づ
困
難

な
こ
と
は
そ
の
定
義
を
如
何
に
定
め
る
か
で
あ
る
。」
と
定
義
の
困
難
さ
を
述
べ
た

の
ち
、
宮
座
は
神
事
組
合
で
あ
る
と
ま
ず
第
一
の
定
義
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
こ
の

定
義
の
あ
い
ま
い
さ
は
肥
後
自
身
が
当
然
自
覚
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
し
た

が
っ
て
ど
の
よ
う
な
神
事
組
合
な
の
か
が
次
の
問
題
と
な
る
。
こ
の
論
考
で
肥
後
は

近
江
に
よ
く
み
ら
れ
る
神
事
、
シ
ウ
シ
と
呼
ば
れ
る
行
事
を
援
用
し
、
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。「
具
体
的
に
云
へ
ば
、
神
事
と
は
一
の
組
合
が
あ
っ
て
、
そ
の
中
に

当
番
が
あ
り
、
そ
れ
が
責
任
を
以
て
神
饌
を
準
備
し
、
神
主
が
そ
れ
を
神
供
し
、
祭

典
し
、
然
る
後
に
組
員
一
同
が
そ
れ
の
直
会
を
す
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
即

神
事
と
よ
ば
れ
る
も
の
で
あ
り
、
宮
座
は
畢
竟
こ
の
神
事
を
営
む
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
或
は
中
心
と
し
て
結
合
さ
れ
た
組
合
で
あ
る
」。
し
か
し
な
が
ら
宮
座
の
有
無

に
よ
ら
ず
、
直
会
を
除
け
ば
こ
の
よ
う
な
内
容
で
神
事
が
行
わ
れ
な
い
も
の
は
ま
ず

な
い
と
い
っ
て
も
よ
い
く
ら
い
で
あ
り
、
こ
の
定
義
は
肥
後
が
宮
座
だ
と
思
う
も
の

の
特
色
を
列
挙
し
た
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
こ
の
論
考
の
中
で

は
い
わ
ゆ
る
株
座
に
加
え
て
村
座
も
宮
座
に
加
え
る
べ
き
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。

こ
の
両
者
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
肥
後
は
「
古
来
の
宮
座
に
於
い
て
果
た
し
て
そ
の

通
り
で
あ
つ
た
か
否
か
は
、
な
ほ
問
題
と
さ
る
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
現
行
の
習
慣

に
於
い
て
は
、
ど
う
し
て
も
こ
の
両
者
を
み
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
と
、「
習
慣
」

の
内
容
、
す
な
わ
ち
先
に
あ
げ
た
神
事
の
内
容
に
よ
っ
て
宮
座
の
定
義
が
な
さ
れ
る

こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
肥
後
以
前
の
宮
座
研
究
で
あ
る
中
山
太
郎
や
中
川
政
治
の
研

究
に
お
い
て
は
、
宮
座
は
た
と
え
ば
「
其
の
神
社
の
祭
儀
及
経
営
に
関
し
他
の
氏
子

に
比
較
し
て
特
別
な
る
権
限
を
有
す
る
氏
子
の
組
合
）
26
（

」
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
て
き
た

の
で
あ
る
が
、
肥
後
の
宮
座
論
の
最
大
の
特
色
は
宮
座
の
中
に
村
座
を
加
え
よ
う
と

し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ
の
た
め
に
肥
後
は
宮
座
は
組
織
を
指
す
も
の
で
あ
る
に
も

関
わ
ら
ず
組
織
面
か
ら
そ
の
定
義
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
宮
座
の
定
義
の
中
に
行
事

の
内
容
と
い
う
異
質
な
も
の
を
加
え
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
そ
の
概
念
は
一
層
あ
い

ま
い
さ
を
増
す
こ
と
に
な
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
宮
座
の
定
義
を
め
ぐ
る
問
題
点
は
、完
成
さ
れ
た
論
考
と
い
え
る『
近

江
に
於
け
る
宮
座
の
研
究
』
や
『
宮
座
の
研
究
』
に
お
い
て
も
解
決
さ
れ
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。
前
者
に
お
い
て
は
「
一
定
の
座
席
制
度
を
有
す
る
神
事
組
合
」、
ま
た

後
者
で
は
「
座
と
称
す
べ
き
一
定
の
行
事
を
有
す
る
も
の
」「
あ
る
神
社
の
氏
子
が

定
時
臨
時
に
場
所
を
定
め
て
集
合
し
、
座
席
に
つ
い
て
神
を
祭
る
こ
と
が
宮
座
の
基

本
的
型
式
」
な
ど
、
座
と
い
う
言
葉
や
、
集
会
の
様
式
に
こ
だ
わ
っ
た
定
義
が
示
さ

れ
て
い
る
が
、
講
や
氏
子
と
の
差
異
は
明
ら
か
で
は
な
く
や
は
り
曖
昧
さ
は
払
拭
で

き
な
い
。

こ
の
よ
う
に
肥
後
の
宮
座
に
関
す
る
概
念
は
今
日
か
ら
み
て
も
あ
い
ま
い
で
あ

り
、
こ
れ
を
も
と
に
個
々
の
事
例
に
お
い
て
宮
座
と
非
宮
座
を
峻
別
す
る
の
は
困
難

だ
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
こ
の
こ
と
が
肥
後
以
後
の
宮
座
研
究
に
混
乱
を
も
た
ら
し
て

き
た
。
そ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
肥
後
が
実
態
と
し
て
な
に
を
宮
座
と
み
な
し
、

そ
れ
に
は
ど
の
よ
う
な
共
通
点
が
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
先
に
述
べ
た

肥
後
が
神
社
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
得
た
膨
大
な
量
の
カ
ー
ド
か
ら
、
ど
の
よ
う
な

も
の
を
宮
座
と
み
な
し
て
二
次
調
査
の
対
象
と
し
た
の
か
を
分
析
す
る
こ
と
は
、
こ

の
問
題
を
考
え
る
上
で
示
唆
を
与
え
る
。
そ
こ
に
は
肥
後
の
宮
座
観
が
自
ず
か
ら
表

現
さ
れ
、
ま
た
肥
後
の
宮
座
観
も
こ
の
選
択
作
業
を
通
じ
て
形
成
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
か
ら
で
あ
る
。
詳
細
な
分
析
は
別
稿
に
譲
り
た
い
が
、
こ
こ
で
は
肥
後
が
最
初

に
調
査
に
取
り
組
ん
だ
滋
賀
県
の
事
例
の
な
か
で
も
、
神
埼
郡
に
つ
い
て
そ
の
選
択

基
準
を
考
え
て
み
た
い
。

一
次
調
査
に
お
い
て
は
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
村
社
以
上
の
神
社
に
調
査
票
が

配
布
さ
れ
た
が
）
27
（

、
そ
の
内
容
は
大
き
く
、
神
主
・
氏
子
・
神
職
・
宮
座
と
わ
け
ら
れ

て
い
る
。
こ
と
に
注
目
す
べ
き
な
の
は
当
然
、
宮
座
に
関
す
る
質
問
項
目
で
、
以
下
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の
一
一
項
目
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。「
宮
座
が
あ
り
ま
す
か
」「
宮
座
の
名
称
」「
座

人
の
資
格
」「
座
人
の
宮
座
儀
礼
が
あ
り
ま
す
か
」「
座
人
の
階
級
を
何
と
云
ひ
ま
す

か
」「
座
人
の
義
務
」「
座
が
開
か
れ
る
時
期
」「
座
の
財
政
」「
座
の
記
録
が
あ
り
ま

す
か
」「
座
は
な
く
と
も
類
似
の
組
織
が
あ
り
ま
す
か
」「
今
は
亡
び
て
も
以
前
座
が

あ
り
ま
し
た
か
」。
こ
の
よ
う
な
質
問
票
が
配
布
さ
れ
て
も
、
宮
座
は
必
ず
し
も
民

俗
語
彙
で
は
な
く
、
そ
の
土
地
に
○
○
座
と
い
う
名
称
の
祭
祀
組
織
が
な
け
れ
ば
ま

ず
該
当
な
し
と
し
て
調
査
票
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
点
を
考
慮
す

れ
ば
、
肥
後
が
宮
座
の
条
件
と
し
て
第
一
に
重
視
し
た
の
は
、
宮
座
あ
る
い
は
○
○

座
と
い
う
名
称
を
有
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
神
崎
郡
で
は
四
二
社
か
ら
回

答
を
得
て
お
り
、
そ
の
う
ち
八
社
が
現
地
調
査
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
八
社
の
う

ち
南
五
個
荘
町
大
字
下
日
吉
（
現
東
近
江
市
）
の
日
吉
神
社
は
、
座
の
名
称
は
な
い

が
、
氏
子
が
交
替
で
務
め
る
社
守
や
当
屋
と
い
う
役
職
が
あ
り
、
ま
た
十
人
衆
・
中

老
・
御
輿
掛
・
御
供
掛
・
宮
世
話
・
敬
神
社
（
若
い
衆
に
あ
た
る
）
と
い
っ
た
年
齢

階
梯
制
に
基
づ
く
組
織
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
も
の
を
肥
後
は
現
地
調
査
の
対
象
と

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
旧
能
登
川
町
域
の
神
社
で
は
一
八
社
か
ら
調

査
票
が
提
出
さ
れ
て
い
る
が
、
伊
庭
の
大
浜
神
社
を
の
ぞ
い
て
は
現
地
調
査
の
対
象

と
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
神
社
で
は
い
ず
れ
も
厳
密
な
年
齢
階
梯
制
の
祭
祀
組

織
が
あ
る
が
、
当
屋
制
を
も
つ
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
こ
の
よ
う
な
事
例
を
肥
後

は
現
地
調
査
の
対
象
外
と
し
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
考
え
て
、
肥
後
は
ま
ず
座

と
い
う
名
称
を
第
一
義
的
な
宮
座
の
条
件
と
し
、
つ
い
で
当
屋
あ
る
い
は
一
年
神
主

な
ど
の
存
在
を
重
視
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
長
老
制
を
含
む
年
齢
階
梯
制
の
組
織
に

つ
い
て
は
、
こ
の
段
階
で
そ
れ
ほ
ど
重
視
し
て
い
な
い
こ
と
は
、
旧
能
登
川
町
域
の

事
例
か
ら
明
白
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
地
域
の
祭
祀
組
織
は
大
半
が
そ
の
村
落
の
全
戸

が
祭
祀
に
参
加
で
き
る
い
わ
ゆ
る
村
座
型
の
も
の
で
あ
る
が
、
肥
後
が
こ
れ
を
宮
座

に
含
め
て
い
た
こ
と
は
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
通
り
で
あ
る
。

❹「
村
座
」の
意
味

こ
れ
ま
で
肥
後
の
宮
座
論
を
そ
の
定
義
の
問
題
を
中
心
に
み
て
き
た
が
、
そ
の
特

色
で
あ
り
ま
た
問
題
点
で
も
あ
る
の
が
村
座
の
存
在
で
あ
る
こ
と
が
明
瞭
に
な
っ
て

き
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
肥
後
宮
座
論
の
中
枢
に
位
置
す
る
存
在
で
あ
る
村
座

に
つ
い
て
考
察
を
し
て
い
き
た
い
。

先
述
の
通
り
肥
後
は
昭
和
六
年
こ
ろ
か
ら
宮
座
に
対
す
る
関
心
を
持
っ
て
い
る

が
、
こ
の
段
階
で
は
宮
座
の
概
念
や
、
そ
の
区
分
に
つ
い
て
明
確
な
考
え
を
持
っ
て

い
た
と
は
い
い
が
た
い
。
そ
れ
ら
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
の
は
、
や
は
り
昭
和
一
〇

年
の
滋
賀
県
下
の
現
地
調
査
を
通
じ
て
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
画
期
と
な
っ

た
事
例
な
ど
に
つ
い
て
は
今
の
と
こ
ろ
ま
だ
不
明
で
あ
る
。「
近
江
の
宮
座
に
つ
い

て
）
28
（

」
の
中
で
肥
後
は
宮
座
に
は
「
座
株
を
有
す
る
家
の
も
の
に
限
つ
て
、
座
人
と
な

り
得
る
も
の
」
と
「
そ
の
家
に
生
ま
れ
た
も
の
は
、
凡
て
座
人
と
な
り
得
る
も
の
」

の
区
別
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
前
者
を
株
座
、
後
者
を
村
座
と
呼
ん
で
い
る
。
株

座
に
つ
い
て
は
肥
後
は
自
ら
の
造
語
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
前
者
は
中
山
、

中
川
ら
の
定
義
に
よ
れ
ば
宮
座
と
呼
ば
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
、
新
た
な
用
語

を
必
要
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
後
者
に
つ
い
て
は
こ
の
論
文
の
中
で
は

「
後
者
を
称
し
て
村
座
と
い
ふ
こ
と
が
あ
る
」
と
述
べ
て
お
り
フ
ォ
ー
ク
タ
ー
ム
で

あ
る
こ
と
を
に
お
わ
せ
て
い
る
が
、
こ
の
段
階
で
は
そ
の
具
体
的
な
事
例
は
述
べ
ら

れ
て
い
な
い
。『
近
江
に
於
け
る
宮
座
の
研
究
』
に
お
い
て
は
「
そ
の
氏
子
た
る
以

上
何
人
も
か
か
る
座
に
出
席
し
得
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
氏
子
と
し
て

の
平
等
性
を
強
調
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
敢
て
家
格
の
如
何
を
問
は
ず
之
に
参
加
す

る
こ
と
を
許
す
の
で
あ
る
」
と
村
座
を
改
め
て
定
義
し
、株
座
の
「
階
級
的
な
性
質
」

に
対
し
て
、
村
座
の
平
等
性
、
非
家
格
性
を
強
調
し
て
い
る
。
ま
た
同
書
で
は
享
保

九
年
一
〇
月
付
「
江
州
蒲
生
郡
綾
戸
村
苗
村
庵
室
明
細
帳
」
に
「
毎
年
正
月
十
四
日

村
座
の
儀
式
」
と
い
う
記
載
が
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
「
さ
れ
ば
村
座
の
観
念
は
私
が
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新
に
立
て
た
の
で
は
な
く
、
古
来
の
用
例
」
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
事
例

と
し
て
あ
げ
ら
れ
た「
村
座
」の
例
は
こ
の
古
文
書
中
の
一
例
だ
け
で
あ
る
。ま
た『
宮

座
の
研
究
』
に
は
四
府
県
の
宮
座
の
一
覧
表
が
載
せ
ら
れ
、
こ
の
中
に
も
「
○
○
村

座
」
と
い
う
名
称
は
滋
賀
県
を
中
心
に
十
数
事
例
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ

も
地
名
を
関
し
た
り
、
そ
の
村
の
神
事
で
の
役
割
を
関
し
た
「
○
○
村
座
」
と
い
う

も
の
で
あ
り
、村
落
の
全
戸
が
加
入
し
う
る
と
い
う
意
味
で
の
村
座
と
は
思
え
な
い
。

こ
の
一
覧
表
に
は
「
村
座
」
と
い
う
名
称
の
宮
座
は
見
ら
れ
ず
、
村
座
が
フ
ォ
ー
ク

タ
ー
ム
で
あ
る
と
い
う
肥
後
の
説
明
に
は
疑
問
が
あ
る
。
こ
れ
も
肥
後
の
造
語
と
み

た
ほ
う
が
よ
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
つ
ま
り
村
座
と
い
う
概
念
自
体
は
事
例
か
ら
帰

納
的
に
導
き
出
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
株
座
と
同
様
に
肥
後
が
新
た
に
創
出
し
た

も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

村
座
も
宮
座
に
含
め
る
場
合
、
そ
れ
は
組
織
と
し
て
は
限
り
な
く
氏
子
に
近
い
も

の
と
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
う
で
あ
っ
て
も
「
座
」
と
い
う
集
会
が
あ
れ
ば
そ
れ
は
宮

座
だ
と
い
う
の
が
肥
後
の
論
理
で
あ
り
、こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
肥
後
以
後
の
研
究
、

た
と
え
ば
原
田
敏
明
や
住
谷
一
彦
の
研
究
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
研
究
に
お
い
て
は
宮
座
は
村
落
を
象
徴
す
る
も
の
、
あ
る
い
は
宮
座
は
村
落
そ
の

も
の
で
あ
る
と
い
っ
た
指
向
性
が
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
の
は
肥

後
の
宮
座
論
、
と
り
わ
け
村
座
に
対
す
る
考
え
方
で
あ
る
。
そ
し
て
宮
座
を
即
、
ム

ラ
と
み
な
す
よ
う
な
考
え
方
は
今
日
の
民
俗
学
に
も
根
強
く
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
肥
後
の
村
座
論
の
後
世
に
対
す
る
大
き
な
影
響
力
を
鑑
み
れ
ば
、
概
念

形
成
の
プ
ロ
セ
ス
は
も
と
よ
り
、
そ
の
背
景
が
あ
ら
た
め
て
問
い
直
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

肥
後
の
宮
座
論
、
村
座
論
を
考
察
す
る
と
き
に
大
き
な
問
題
と
な
る
の
は
、
歴
史

的
考
察
の
欠
如
で
あ
る
。
肥
後
は
宮
座
に
対
す
る
歴
史
的
考
察
を
ま
っ
た
く
し
て
い

な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
の
目
的
の
大
半
は
律
令
な
ど
の
古
代
史
料
や
古
代
神
話

の
中
に
宮
座
の
原
型
を
発
見
す
る
こ
と
に
あ
る
。『
宮
座
の
研
究
』
で
は
「
後
説
」

が
歴
史
的
説
明
に
当
て
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
宮
座
の
起
源
を
古
代
に
求
め

る
こ
と
に
あ
り
、各
地
で
収
集
さ
れ
た
膨
大
な
古
文
書
類
は
ほ
と
ん
ど
史
料
と
し
て
、

す
な
わ
ち
宮
座
の
歴
史
的
変
遷
を
示
す
も
の
と
し
て
は
利
用
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の

本
の
な
か
で
の
近
世
文
書
の
引
用
は
あ
く
ま
で
も
現
在
の
宮
座
が
古
く
か
ら
あ
っ
た

こ
と
を
表
現
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
「
後
説
」
の
末
尾
で
宮
座
の
消
滅
に

大
き
な
影
響
を
与
え
た
も
の
の
一
つ
と
し
て
明
治
四
一
年
の
神
社
合
祀
に
つ
い
て
わ

ず
か
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
肥
後
の
宮
座
論
で
は
近
世
に
頻
発
し
た
宮
座
争

論
も
明
治
の
廃
仏
毀
釈
も
、
ま
た
肥
後
の
調
査
よ
り
三
〇
年
ほ
ど
前
の
事
件
で
あ
る

神
社
合
祀
に
つ
い
て
も
ほ
と
ん
ど
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
肥
後
が

本
来
は
近
世
史
の
専
門
家
で
あ
り
、
た
と
え
ば
大
和
川
の
舟
運
の
よ
う
な
社
会
経
済

史
的
な
研
究
に
お
い
て
今
日
で
も
十
分
通
用
す
る
す
ぐ
れ
た
研
究
成
果
を
残
し
て
い

る
人
物
で
あ
る
こ
と
を
思
う
と
幾
分
奇
妙
な
こ
と
で
は
あ
る
。
肥
後
は
昭
和
一
〇
年

前
後
に
聞
き
取
り
調
査
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
に
よ
っ
て
宮
座
論
を
構
成
し
て

い
る
わ
け
で
あ
り
、
そ
の
も
っ
と
も
基
本
的
な
関
心
は
現
在
と
古
代
社
会
を
結
ぶ
も

の
と
し
て
宮
座
を
位
置
づ
け
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。
宮
座
の
研
究
は
中
世
の

商
工
業
の
座
と
の
類
似
か
ら
開
始
さ
れ
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
指
摘
さ
れ
て
お

り
、
ま
た
肥
後
も
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
肥
後
に
つ
い
て
は
昭
和
六
年
に

御
上
神
社
の
祭
礼
を
「
古
き
信
仰
の
面
影
を
現
在
の
行
事
に
見
た
い
と
考
え
て
」
見

学
し
た
初
志
は
そ
の
後
の
詳
細
な
調
査
に
よ
っ
て
も
基
本
的
に
は
変
化
せ
ず
、
や
は

り
歴
史
的
に
は
古
代
史
と
の
関
連
で
宮
座
を
と
ら
え
る
こ
と
が
そ
の
目
的
で
あ
っ

た
。
こ
の
こ
と
は
肥
後
が
宮
座
研
究
と
併
行
し
て
古
代
神
話
の
研
究
を
進
め
て
い
た

こ
と
を
想
起
す
れ
ば
、
そ
の
背
景
が
よ
く
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。

ま
た
こ
れ
も
既
に
述
べ
た
こ
と
で
あ
る
が
昭
和
一
〇
年
前
後
と
い
う
時
代
の
中
で

肥
後
の
宮
座
研
究
を
評
価
し
て
い
く
必
要
も
あ
る
だ
ろ
う
。
肥
後
の
神
話
研
究
は
先

に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
後
に
絶
版
と
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、『
宮
座

の
研
究
』
に
つ
い
て
は
広
く
社
会
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
ま
た
学
位
論
文
と
な
っ
て
い

る
。
い
わ
ば
時
局
に
適
合
し
た
研
究
と
し
て
提
出
さ
れ
た
の
が
『
宮
座
の
研
究
』
で

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
な
背
景
を
考
慮
し
な
が
ら
、
肥
後
が
や
や
強
引
に
提
出
し
た
村
座
と
い

う
概
念
を
今
一
度
な
が
め
て
み
る
と
、
そ
こ
に
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
は
祭
政
一

致
の
思
想
で
あ
る
。
祭
政
一
致
は
肥
後
が
少
年
時
代
か
ら
親
し
ん
で
き
た
水
戸
学
に

と
っ
て
は
基
盤
と
な
る
思
想
で
あ
り
、
明
治
維
新
の
観
念
的
基
礎
と
も
な
っ
た
が
、

昭
和
一
一
年
林
銑
十
郎
内
閣
の
も
と
で
政
綱
と
し
て
掲
げ
ら
れ
再
び
着
目
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
あ
る
。『
宮
座
の
研
究
』
の
「
序
説
」
の
な
か
で
肥

後
は
「
神
社
は
そ
の
祭
神
を
通
じ
て
国
家
へ
統
合
し
、中
央
的
神
格
の
分
祠
と
し
て
、

大
き
な
国
家
的
精
神
統
一
の
中
へ
入
り
こ
む
と
共
に
、
そ
の
直
接
の
周
囲
と
し
て
自

己
の
氏
子
を
結
合
せ
し
む
る
心
核
を
な
し
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
地
方

の
神
社
の
氏
子
に
と
っ
て
神
社
は
「
彼
等
自
身
の
集
合
的
結
合
を
維
持
し
支
配
す
る

精
神
的
中
核
と
し
て
の
意
味
」
を
も
つ
も
の
と
し
て
、
そ
れ
が
単
な
る
宗
教
的
崇
拝

対
象
で
あ
る
だ
け
で
な
く
社
会
的
結
集
の
中
核
で
あ
る
も
の
と
し
て
の
位
置
づ
け
を

与
え
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
肥
後
は
宮
座
の
問
題
は
「
村
落
社
会
一
般
の
研
究

に
関
係
す
る
こ
と
が
多
大
」
で
あ
り
「
更
に
云
へ
ば
日
本
社
会
一
般
が
神
社
を
中
心

と
し
て
凝
固
す
る
際
に
宮
座
が
成
立
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
か
ら
、
特
殊
現

象
と
し
て
の
宮
座
は
、
そ
の
広
き
基
底
を
日
本
社
会
の
一
般
的
性
格
の
中
に
置
い
て

い
る
」
と
ま
で
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
言
説
は
時
流
へ
の
対
応
と
し

て
読
み
と
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
が
、
肥
後
は
戦
後
も
随
分
た
っ
た
昭
和
四
三
年

（
一
九
六
八
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
神
話
と
民
俗
』
の
な
か
で
も
、
天
照
大
神
に
つ
い

て
論
じ
た
文
章
の
な
か
で
「
日
本
の
政
治
的
変
動
に
お
い
て
は
、
神
を
高
く
か
か
げ

る
こ
と
が
つ
ね
に
と
も
な
っ
て
い
た
。明
治
維
新
で
す
ら
神
祇
官
を
再
興
し
て
い
る
。

こ
れ
は
日
本
の
よ
う
な
一
週
の
宗
教
的
国
家
に
と
と
っ
て
は
必
然
的
で
あ
る
）
30
（

。」
と

述
べ
て
お
り
、
こ
と
さ
ら
時
流
に
迎
合
し
た
言
説
だ
け
と
も
受
け
取
れ
な
い
の
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
国
家
レ
ベ
ル
の
祭
政
一
致
を
下
支
え
す
る
存
在
と
し
て
村
落
レ
ベ
ル

で
の
氏
神
を
中
心
と
し
た
祭
政
一
致
が
あ
り
、
そ
の
象
徴
が
宮
座
で
あ
る
と
い
う
前

提
が
肥
後
の
宮
座
研
究
の
基
盤
に
は
存
在
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
時
代
の
天
皇
制
を
中
心
と
す
る
思
潮
の
中
で
は
村
落
レ
ベ
ル
で
の
政
治
に
せ

よ
信
仰
に
せ
よ
、
そ
れ
は
一
部
の
も
の
が
担
う
と
い
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
メ

ン
バ
ー
全
員
が
関
わ
る
と
い
っ
た
制
度
が
当
然
の
こ
と
な
が
ら
要
請
さ
れ
る
こ
と
と

な
る
。
そ
の
民
俗
的
基
盤
と
し
て
着
目
さ
れ
た
の
が
、
村
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
れ
ば
だ

れ
で
も
が
参
加
を
許
さ
れ
る
村
座
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。肥
後
の
村
座
へ
の
固
執
は
、

研
究
の
時
代
性
を
考
慮
す
る
な
か
で
は
じ
め
て
理
解
で
き
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

❺
ま
と
め
―
民
俗
学
に
と
っ
て
の「
宮
座
」の
意
味

以
上
、
肥
後
和
男
の
村
座
を
中
心
と
す
る
宮
座
論
の
背
景
に
、
祭
政
一
致
を
中
心

と
し
た
昭
和
一
〇
年
代
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
き
た
。
こ
れ
は

た
ん
に
社
会
の
雰
囲
気
と
い
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
肥
後
は
応
召
を
間
近
に
控
え
、

ま
た
官
憲
の
目
を
意
識
し
な
が
ら
学
位
論
文
と
し
て
『
宮
座
の
研
究
』
を
執
筆
し
て

い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
政
治
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
問
題
は
抜
き
差
し
な
ら
な
い
も
の

で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

村
座
を
宮
座
の
概
念
に
繰
り
入
れ
た
た
め
に
、
宮
座
の
概
念
規
定
が
あ
い
ま
い
な

も
の
と
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
す
で
に
述
べ
た
が
、
そ
の
遠
因
も
祭
政
一
致
を
民

俗
学
的
に
示
そ
う
と
し
た
肥
後
の
指
向
性
に
あ
る
。
肥
後
の
宮
座
研
究
は
こ
の
よ
う

に
昭
和
前
期
と
い
う
時
代
性
の
な
か
で
評
価
す
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の

研
究
史
で
こ
の
点
に
つ
い
て
ふ
れ
た
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
肥
後
が
示
し
た
宮

座
、
株
座
、
村
座
な
ど
の
概
念
に
つ
い
て
疑
問
を
述
べ
た
研
究
こ
そ
あ
る
が
、
そ
の

概
念
成
立
の
時
代
的
背
景
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
考
慮
さ
れ
て
は
こ
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
以
上
の
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、
今
一
度
民
俗
学
に
と
っ
て
宮
座
が
ど
の
よ

う
な
意
味
を
も
つ
の
か
を
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

戦
後
の
宮
座
研
究
は
歴
史
学
や
民
俗
学
、
社
会
人
類
学
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
か

ら
進
め
ら
れ
た
。歴
史
的
研
究
の
代
表
は
萩
原
竜
夫
の『
中
世
祭
祀
組
織
の
研
究
）
31
（

』〔
昭

和
三
七
年
・
一
九
六
二
〕
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
も
そ
も
宮
座
研
究

は
中
世
の
商
工
業
者
の
座
へ
の
関
心
か
ら
出
発
し
て
お
り
、
そ
れ
が
歴
史
学
的
な
概
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念
で
あ
る
こ
と
は
議
論
の
余
地
が
な
い
だ
ろ
う
。
肥
後
の
宮
座
研
究
は
今
日
存
在
す

る
祭
祀
組
織
を
宮
座
と
呼
ぶ
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
に
齟
齬
が
生
じ
る
こ
と
は
必

然
で
あ
る
。
萩
原
の
研
究
は
宮
座
を
中
世
的
な
も
の
と
み
な
し
、
近
世
の
神
社
祭
祀

組
織
は
氏
子
と
し
て
ま
た
別
の
性
格
を
持
つ
も
の
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
論

理
的
に
は
現
代
に
宮
座
が
存
在
す
る
こ
と
を
認
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
し
か
し

な
が
ら
萩
原
は
師
で
あ
る
肥
後
を
批
判
す
る
こ
と
は
な
く
、
む
し
ろ
近
世
に
お
け
る

宮
座
の
存
在
を
主
張
す
る
安
藤
精
一
と
激
し
い
論
争
を
交
わ
す
こ
と
に
な
っ
た
。

眼
前
に
あ
る
祭
祀
組
織
を
宮
座
と
呼
ぶ
こ
と
と
な
る
と
、
そ
れ
は
歴
史
的
に
は
中

世
ま
で
遡
る
と
い
う
あ
る
種
の
イ
メ
ー
ジ
を
帯
び
る
こ
と
と
な
る
。
肥
後
の
場
合
は

そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
古
代
に
ま
で
遡
源
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
私
は
こ
の
よ
う
な
宮
座
を

め
ぐ
る
研
究
の
歴
史
を
鑑
み
れ
ば
、「
宮
座
」
は
歴
史
的
な
事
象
を
示
す
言
葉
と
し

て
使
用
す
べ
き
で
あ
り
、
民
俗
学
的
立
場
か
ら
宮
座
と
い
う
用
語
の
使
用
に
は
慎
重

で
あ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

ま
た
近
年
の
研
究
で
は
中
国
地
方
や
九
州
地
方
で
も
畿
内
の
い
わ
ゆ
る
宮
座
に
類

似
し
た
も
の
が
多
く
報
告
さ
れ
て
い
る
。
私
も
現
在
山
口
県
防
府
市
内
で
そ
の
よ
う

な
調
査
を
お
こ
な
い
、
本
報
告
中
の
別
稿
で
そ
の
成
果
を
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
地

域
で
は
組
が
交
代
で
祭
祀
の
当
番
を
務
め
る
も
の
が
多
く
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な

も
の
は
肥
後
の
い
う
村
座
に
も
株
座
に
も
入
ら
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
し
た
が
っ
て
宮

座
と
呼
ぶ
こ
と
も
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。
肥
後
も
『
宮
座
の
研
究
』
で
宮
座
の
定

義
を
議
論
す
る
な
か
で
、「
座
」
と
い
う
名
称
を
持
つ
も
の
の
ほ
か
に
、
頭
の
存
在

を
挙
げ
て
お
り
、
む
し
ろ
当
屋
（
頭
屋
）
こ
そ
が
「
座
」
以
上
に
宮
座
の
本
質
的
要

素
で
あ
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
先
に
あ
げ
た
防
府
の
事
例
な
ど
も
当
屋
祭
祀

と
い
う
枠
の
な
か
で
な
ら
容
易
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
当
屋
の
概
念

を
ど
の
よ
う
に
構
築
し
て
い
く
の
か
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
用
い
れ
ば

近
畿
地
方
以
外
の
い
わ
ゆ
る
宮
座
に
類
似
し
た
事
例
も
包
括
的
に
取
り
扱
う
こ
と
が

で
き
、
ま
た
こ
れ
ま
で
の
宮
座
研
究
か
ら
は
除
外
さ
れ
て
き
た
女
性
祭
祀
や
南
島
の

祭
祀
な
ど
に
つ
い
て
も
視
野
に
い
れ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
さ
ら
に
当
屋
概
念
を

神
社
祭
祀
以
外
に
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
水
利
や
山
林
の
管
理
な
ど
の
村
落
の

さ
ま
ざ
ま
な
機
能
と
神
社
祭
祀
の
関
連
性
に
つ
い
て
も
明
確
に
論
じ
る
こ
と
も
で
き

る
だ
ろ
う
。
宮
座
と
い
う
概
念
を
今
一
度
検
討
す
る
と
と
も
に
、
当
屋
を
中
心
概
念

と
し
た
幅
広
い
村
落
研
究
が
要
請
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
1
）　

筆
者
は
民
俗
学
的
立
場
か
ら
聞
き
取
り
調
査
に
よ
っ
て
知
り
う
る
近
年
の
神
社
祭
祀
組
織
を

宮
座
と
呼
ぶ
こ
と
に
は
慎
重
で
あ
る
べ
き
だ
と
い
う
立
場
を
取
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
肥

後
和
男
の
宮
座
論
を
検
討
す
る
本
稿
で
こ
の
立
場
を
堅
持
し
な
が
ら
叙
述
を
進
め
る
こ
と
は

不
可
能
に
近
い
た
め
、
肥
後
の
い
う
宮
座
と
い
う
意
味
で
宮
座
の
語
を
使
用
す
る
こ
と
と
し
た

い
。

（
2
）　

肥
後
和
男
『
近
江
に
於
け
る
宮
座
の
研
究
』『
東
京
文
理
科
大
学
文
科
紀
要
』
一六　
一九
三
八

（
3
）　

肥
後
和
男
『
宮
座
の
研
究
』
弘
文
堂　

一
九
四
一
年

（
4
）　

肥
後
和
男
「
再
序
」
同
『
日
本
の
神
話
』
雪
華
社　

一
九
六
八
年

（
5
）　

肥
後
和
男
『
藤
田
東
湖
』新
潮
社　

一
九
四
四
年

（
6
）　

肥
後
和
男
『
水
戸
学
と
明
治
維
新
』一
九
六
八
年

（
7
）　

肥
後
の
年
譜
に
つ
い
て
は
次
の
も
の
が
あ
る
。

　
　
　
「
肥
後
和
男
先
生
年
譜
」
肥
後
先
生
古
稀
記
念
論
文
刊
行
会
編
『
日
本
文
化
史
研
究
』
弘
文

堂　

一
九
六
九
年

（
8
）　

肥
後
和
男
『
賀
茂
伝
説
考
』『
東
京
文
理
科
大
学
文
科
紀
要
』
七
号　

一
九
三
三
年

（
9
）　

肥
後
和
男
『
日
本
神
話
研
究
』
河
出
書
房　

一
九
三
八
年

（
10
）　

肥
後
和
男
『
古
代
伝
承
研
究
』
河
出
書
房　

一
九
三
八
年

（
11
）　

肥
後
和
男
『
日
本
国
家
思
想
』
弘
文
堂　

一
九
三
九
年

（
12
）　

肥
後
和
男
『
日
本
神
話
と
国
民
性
』
皇
道
学
会　

一
九
四
〇
年

（
13
）　

肥
後
和
男
「
再
序
」
同
『
日
本
の
神
話
』
雪
華
社　

一
九
六
八
年

（
14
）　

肥
後
和
男
「
再
序
」
同
『
日
本
の
神
話
』
雪
華
社　

一
九
六
八
年

（
15
）　

肥
後
和
男
『
大
津
京
址
の
研
究
』
滋
賀
県
史
蹟
調
査
報
告　

一
九
二
九
年

（
16
）　

肥
後
和
男
『
大
津
京
址
の
研
究
補
遺
』
滋
賀
県
史
蹟
調
査
報
告　

一
九
三
一
年

（
17
）　

肥
後
和
男
『
紫
香
楽
宮
址
の
研
究
』
滋
賀
県
史
蹟
調
査
報
告　

一
九
三
一
年

（
18
）　

肥
後
和
男
「
京
都
府
花
背
村
の
オ
ン
ベ
ウ
チ
」『
民
俗
学
』
三
―
一　

一
九
三
一
年

（
19
）　

肥
後
和
男
「
鞍
馬
の
竹
切
に
つ
い
て
」一
、二
『
民
俗
学
』三
―
三
．四　

一
九
三
一
年

（
20
）　

肥
後
和
男
「
御
上
神
社
の
相
撲
神
事
」（『
歴
史
と
地
理
』二
八
―
六
）　

一
九
三
一
年

（
21
）　

明
治
大
学
図
書
館
蔵

　
　

な
お『
宮
座
資
料
』に
つ
い
て
は
萩
原
龍
夫
の
解
説
が
あ
り
、そ
れ
も
参
照
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

註
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萩
原
龍
夫
「『
宮
座
資
料
』に
つ
い
て
」『
史
料
と
伝
承
』三　

一
九
八
一
年

　
　

同　
「『
宮
座
資
料
』内
容
総
目
録
（
中
）」『
史
料
と
伝
承
』四　

一
九
八
一
年

　
　

同　
「『
宮
座
資
料
』に
つ
い
て
（
続
）」『
史
料
と
伝
承
』六　

一
九
八
二
年

　
　

同　
「『
宮
座
資
料
』内
容
総
目
録
（
下
ノ
二
）」『
史
料
と
伝
承
』七　

一
九
八
四
年

（
22
）　

本
稿
脱
稿
後
、滋
賀
県
下
の
事
例
を
中
心
に
肥
後
の
宮
座
調
査
の
過
程
を
さ
ら
に
詳
し
く
追

及
し
た
。あ
わ
せ
て
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　
　

市
川
秀
之
「『
宮
座
』誕
生　

―
滋
賀
県
下
に
お
け
る
肥
後
和
男
の
宮
座
調
査
と
宮
座
概
念
の
形

成
―
」『
近
江
地
方
史
研
究
』三
九　

二
〇
〇
八
年

（
23
）　

肥
後
和
男
『
近
江
に
於
け
る
宮
座
の
研
究
』『
東
京
文
理
科
大
学
文
科
紀
要
』一六　

一
九
三
八

（
24
）　

肥
後
和
男
『
宮
座
の
研
究
』弘
文
堂　

一
九
四
一
年

（
25
）　

肥
後
和
男
「
再
序
」同
『
日
本
の
神
話
』雪
華
社　

一
九
六
八
年

（
26
）　

中
川
政
治
「
近
畿
に
於
け
る
宮
座
の
研
究
と
古
代
村
落
の
社
会
状
況
」『
國
學
院
雑
誌
』
三
三

―
八　
一九
二
七
年

（
27
）　

肥
後
が
配
布
し
た
調
査
票
の
う
ち
滋
賀
県
、
京
都
府
、
奈
良
県
の
分
は
、
製
本
さ
れ
『
神
社

を
中
心
と
す
る
村
落
生
活
調
査
報
告
』
と
表
題
を
つ
け
ら
れ
、
明
治
大
学
中
央
図
書
館
に
保
管

さ
れ
て
い
る
。

（
28
）　

肥
後
和
男
「
近
江
に
於
け
る
宮
座
に
つい
て
」『
民
俗
学
研
究
』
二－四　
一九
三
六
年

（
29
）　

肥
後
和
男
「
近
世
に
於
け
る
大
和
川
の
船
運
」
保
井
芳
太
郞
編
『
大
和
王
寺
文
化
史
論
』
大

和
史
学
会　
一九
三
七
年

（
30
）　

肥
後
和
男
『
神
話
と
民
俗
』
岩
崎
美
術
社　
一九
六
八
年

（
31
）　

萩
原
龍
夫
『
中
世
祭
祀
組
織
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館　
一九
六
二
年

（
滋
賀
県
立
大
学
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
員
）

（
二
〇
〇
九
年
一〇
月
二
日
受
付
、
二
〇
一〇
年
五
月
二
五
日
審
査
終
了
）
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Kazuo Higo built the foundation of miya-za studies in his two books titled “Study of Miya-za in Omi” and 

“Study of Miya-za,” and was a researcher of Mitogaku, ancient history, ancient mythology, etc. His miya-za theory 

has to be positioned in his entire work, but conventional studies have not evaluated his miya-za theory from such 

viewpoint. Higo started developing his miya-za theory because he felt something common to ancient myths in the 

rituals of miya-za. His interest in miya-za did not weaken even after he started large-scale investigations on miya-za 

around 1935 （Showa 10）. His definition of miya-za changed a lot through his years of research. He had to clarify 

its definition because he needed to make students gathered for his research understand what miya-za was, and 

also because the word miya-za was still unclear even for Shinto priests and local government officials who were 

the target of his research. The most distinctive feature of Higo’s miya-za theory is that it included so-called mura-

za （where all houses in a village are its members） in the category of miya-za. While this obscured the concept of 

miya-za, his theory had a large impact on subsequent studies, making the ideas of “miya-za equals a village” or 

“miya-za symbolizes a village.” Current miya-za studies are not free from those fixed ideas. Around 1935 （Showa 

10） when Higo was absorbed in miya-za studies, theocracy （unity of religion and politics） derived from Mitogaku, 

with which he had been familiar from his childhood, was hailed as a political ideology to lead the time, and the 

miya-za theory of Higo, who was under the pressure of government officials in his mythological studies, was also 

in such restriction. In other words, miya-za as an organization of a village to support the theocratic nation required 

the participation by all houses, and for that reason, mura-za had to be included in the category of miya-za. Higo’s 

miya-za theory was produced in the specific era of Showa 10s. Therefore, it must be read as something subject to 

the restraints of that time. The definition of miya-za will also need to be reexamined from such viewpoint.

Key words: Miya-za, Mura-za, Ancient myths, Theocracy
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